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YMCANews
年間聖句 「あなたがたは世の光である。」

マタイによる福音書５章14節より

　2025年度４月より、神戸ＹＭＣＡ総主事を拝命いたしました小澤 昌甲でござ
います。神戸市長田区にありました西神戸ＹＭＣＡで、学生時代に学生ボラン
ティア活動に携わり、企業に就職後、ＹＭＣＡに奉職してからは外国人を対象に
した日本語学校、学童保育、野外活動、青少年キャンプ等を担当しました。その最
中、1995年に阪神・淡路大震災に遭遇し、神戸市長田区で復興支援活動に従事
しました。全国から神戸ＹＭＣＡに駆けつけてくださった５万人以上の方々と共
に、地域の救援復興活動に従事し、ボランティアコーディネートを担当しました。
　その後、西宮ＹＭＣＡ、西神戸（学園都市）ＹＭＣＡで野外活動、キャンプ等の
ウエルネス事業、学童保育クラブ、発達支援事業に携わり、今年３月までの20年
間は、主に認定こども園の責任者として運営を担ってまいりました。このたびの重
責に気持ちを新たにして、子どもたち、若者たちを共に育み、平和な地域社会の
実現のために人に仕える人を育むことに、誠心誠意努めることをお約束して、新
たな年度を始めてまいります。
　さて、2025年は節目の年と言われます。阪神・淡路大震災から30年、また戦後
80年の節目に、私たちは「共に生きること」の意義を問うことを忘れてはならない
と改めて思います。日本の社会は人口減少、少子・高齢化が加速しています。担い
手不足という言葉も地域からの声として聞くようになりました。
　戦後、幸せを求めて生き、働き、子どもや若者が未来に希望を抱ける社会にな
るように願い、見事に経済的に成長した日本では、豊かに生活を送ることができ
ていました。しかし、物質的に豊かになった現代においても、子育て不安や虐待、
孤独、孤立に苦しむ人、いじめや差別に遭い心を痛める人、頻繁に起こる災害や
気候の温暖化に不安を覚える人、経済的、社会的格差に苛まれる人がいることも

事実です。
　このような社会を目指して生きてきたのではなかったことでしょう。成熟した
社会の中で、今、日本は、経験したことのない環境や人口の変動に遭遇していま
す。科学技術や通信はますます進化し、生活が便利になり、世界の情報も非常に
たやすく得ることができるようになりました。一方それは、人間が開発してきた科
学技術に人間がコントロールされる時代になったとも言えます。
　不確かな、複雑な時代においても柔軟な発想を持ち、困難の中にあっても未
来を切り開くのは子どもや若者であることを信じ、希望を持って「共に生きる」平
和な社会を築いていくこと。そのために、さまざまな方々と、自律的そして持続的
な社会を目指して、共に歩んでいくこ
とに努めていきたいと思います。神様
は「あなたがたは世の光である。」＜マ
タイによる福音書5章14節＞と示され
ています。そして、その前文には「あな
たがたは地の塩である。」と示されて
います。子ども、若者が、そして今日出
会う隣人が、世の光となることを願
い、神様に祈り求め、一人ひとりが交
わりを深めながら、歩みを進めていき
ましょう。主の平和が皆さんと共にあ
りますように。

神戸ＹＭＣＡ　総主事　小澤  昌甲
まさ   き

Pickup

　ピンクシャツデーは、カナダで始まった「いじめ反対」の意思表示をする啓
発活動で、ＹＭＣＡでも毎年この活動に取り組んでいます。神戸キリスト教青
年会国際委員会では、いじめは『違い』を受け入れられないことから生まれる
ものと考え、職員、ボランティアリーダー、ワイズメンに、『違い』と出会ったと
きに感じた気持ちを共有する機会を作ってもらうことを提案しました。
　この取り組みを実施したある部門では、「思っていたことを話せてよかった」

「『違い』は必ずあるが、その『違い』を否定せず思いやりや尊敬をもって関わり
たい」という声がありました。
　共に活動する仲間と話し合うことは、お互いのことやお互いの考え方などを
知る機会にもなります。これからもＹＭＣＡに関わるすべての人と共に、日々
の対話を大切にしながら、『違い』を乗り越えて活動していこうと思います。

「新総主事就任のご挨拶」「新総主事就任のご挨拶」

ピンクシャツデーピンクシャツデー

香櫨園放課後キッズルーム職員によるディスカッション

国際委員会



　放課後児童クラブの運営指針が１月に改正され、
４月１日より運用が開始されます。今回の改正は昨
年閣議決定した「こどもの居場所づくりに関する指
針」の理念等を反映することを基本とし、関係法令等
の改正や近年の放課後児童クラブを取り巻く動向
等を踏まえて行われたものです。
　今回の改正で、おやつの提供については“こども同
士や放課後児童支援員等とのコミュニケーションの
機会となるため”という文言があり、これはおやつを
楽しみながら食べるということが含まれているよう

放課後のおやつがつなぐ楽しい時間放課後のおやつがつなぐ楽しい時間神戸市立たかとり児童館
に感じます。たかとり児童館の学童保育では、子ども
たちが50,30,20,10に分けられたお菓子を計100まで
選んで食べることができる仕組みにしています。子ど
もたちは自分が食べたいものを、駄 菓子屋さんに
行った感覚で選んでいます。特に当たり付きのもの
が人気で、「あーっ、またハズレや」「よっしゃ、当たっ
た！ もう１個ちょうだい！」という声が響いていま
す。一人ひとりの子どもたちが放課後の時間を楽し
く過ごすことができるように、これからも工夫を重
ねていきます。
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大会担当職員　興津  貴大

ミッション委員会

　2022年度から３年続けて「平和」について述べられている箇所を年間聖句
に選んできました。2025年度の年間聖句として推薦いただいた箇所は「平和」
や「希望」をキーワードとしたものが多く、委員の皆さまからは「ＹＭＣＡらし
さを感じる」という感想をいただきました。
　選定の際には、ＹＭＣＡで働く者たちの励みになるような、前向きになるよ
うなものがいいという意見や、キリスト教に馴染みのない方や子どもたちな
ど、誰にでもわかりやすい聖句がよいという意見などが出ました。

　そこで“あなたがたは”と読み手の一人ひとりに語りかけ、その一人ひとりが
社会において道を示すべき存在の“世の光”である、としている上記の箇所を
選びました。
　2025年度は私たち一人ひとりが、そして目の前にいるすべての人たちが「平
和」を造り出し「希望」を与える存在であることを認識し、言葉や行いを通じて
愛や正義、誠実さを示していきたいと考えています。

2025年度年間聖句
「あなたがたは世の光である。」　
マタイによる福音書５章14節より

　少子高齢化が課題と言われて早30年以上が経ち
ました。たしかに平日の日中に街に出ても、出会う
人々の数や年齢層、また公園などの様子も昔とは大
きく光景が異なっており、それは確実に今の子ども
たちにも影響を与えていると感じます。
　「人口減少」の課題も、近年よく問われるようにな
りました。子どもたちが社会人になるまでに実際に
出会っていく、すれ違っていく人々の数は確実に減っ
ていますし、その人々の多様性も、現在ほどではない
かもしれません。

地域とつながり地域とつながり西宮ＹＭＣＡ保育園
　この10年、特に過疎地域で「関係人口」の創出に向
けての取り組みが進んでいます。ＹＭＣＡはこの25
年、「子育て支援・子育ち支援」の取り組みを広げて
きましたが、それを起点に、これからは保育園に「関
係人口」を呼び込むような次のステップが必要にな
るのではないかと感じています。学童保育の子ども
たちや地域の人々とつながり、多くの方々が保育園に
関わってくださるよう、歩みを強めていきたいと感じ
ています。

　２月８日（土）・９日（日）、西宮市のLife partner Arena
～兵庫県立総合体育館～に於いて「第２7回 中・西日
本ＹＭＣＡユースバスケットボール大会」を開催しまし
た。今大会を主管した神戸ＹＭＣＡ、大阪ＹＭＣＡ、和歌
山ＹＭＣＡからメンバー・リーダー約200名が参加し、１
泊２日を共にしながら交流を行いました。開催中は試
合だけでなく、ＹＭＣＡが大切にする「４ＣＤ」（CARING

（思いやり）・HONESTY（誠実さ）・RESPECT（尊敬心）・
RESPONSIBIRITY（責任感））プログラムを「言葉」に着
目して実施しました。
　メンバー・リーダーＯＢや元職員の方 ら々、たくさんの

方のご協力により、無事に終えることができました。例
年同様、ＹＭＣＡのつながりを強く感じられる大会となり
ました。また大会を通して、開催までの準備をサポート
してくださった方、それぞれの部署で留守を守ってくだ
さった方など、多くの
方々に支えていただ
いていることを、メン
バーと共に改めて感
じました。ありがとうご
ざいました。

第２7回 中・西日本ＹＭＣＡユースバスケットボール大会

近所の海岸で磯遊び
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次は私がジュニアボランティアリーダー！

ＹＹＹフォーラム報告

ウエルネスセンター学園都市ウエルネスセンター学園都市

生活のための日本語学習神戸ＹＭＣＡ学院専門学校 日本語学科神戸ＹＭＣＡ学院専門学校 日本語学科

　キッズダンスプログラムには高校生のジュニア
ボランティアリーダーがいます。
　安藤芽衣さんと西野優那さんは、４月から高校生。

「ジュニアボランティアリーダーになる！」と意気
込む２人にインタビューしました。
Q.あなたにとってキッズダンスとは？
　安藤さん：１週間の中でいちばん楽しみな日！
　西野さん：学校などで嫌なことがあっても忘れて
楽しめる時間。
Q.これからの目標は？
　安藤さん：勉強もダンスも遊び（キラキラＪＫ）も
楽しみながら三刀流でがんばる！
　西野さん：お世話になったリーダーに恩返しが
できるように、ダンスに関係する取り組みがした
い。Advanced Dance（※中学生以上のクラス）に

後輩が入ってくるので、自分の個性を最大限に生
かしながらも、みんなとの動きをそろえたい。
Q.お互いはどんな存在？（別々にこっそり聞きま
した）
　安藤さん：ライバルでありダンスを支えあう仲間
でもあり親友！
　西野さん：ライバルでもあり仲間でもある大切な
人。

　安藤さん、西野さんは、高校受験に向けて勉強漬
けの毎日でも欠かさずクラスに参加していました。
ダンスが気分転換となったほか、受験に向けての励
ましやアドバイスを得る貴重な時間となっていま
した。キッズダンスのみんなを引っ張るリーダーに
成長していく２人が楽しみです。

ユースの国際交流と協働ユースの国際交流と協働こ く さ い の ま ど

　神戸市とアメリカ・シアトル市は1957年に姉妹都
市提携を結び、長年にわたり経済・文化・教育分野で
の交流を続けてきました。特に、神戸とシアトルを結
ぶ貿易や、学生の交換留学プログラム、市民レベル
でのイベントが行われてきました。
　2024年度から、神戸ＹＭＣＡは「神戸・シアトル姉
妹都市協会」に法人会員として加わっています。教育
や福祉活動を通じて地域社会の発展に貢献してき

た同協会は、青少年交流や文化交流プログラムを強
化し、より深い国際理解の促進に寄与する方針で活
動されています。
　設立20周年を迎え、未来の世代に向けた新たな
国際交流の場を創出することを目指す同協会と協働
して、持続可能なユースの国際交流の機会を設け、
グローバル人材の育成を推進していきたいと思いま
す。

　　三宮会館には、「進学」「就職」が目的の日本語学
習者を対象とした専門学校日本語学科の他に、生活
のための日本語を勉強したい方のための日本語会話
クラスがあります。このクラスには春・秋・冬の３ヶ月
コースと夏の２週間の短期コースがあり、2024年度は
延べ15ヵ国・地域の外国人の方が授業を受けました。
　さまざまな年齢、いろんな国の方が同じ教室で「こん
にちは」「また明日」と積極的に日本語でコミュニケー
ションを取っています。授業では、日本語教員が絵を使

い、わかりやすく、楽しく教えていて、いつも笑い声が絶
えません。また、３ヵ月間の学習の間には市内遠足や狂
言鑑賞などの行事も取り入れ、言語学習だけでなく、
実際に日本語を使う機会、日本文化の理解を深める
機会を作っています。
　日本にいながらも日本語ができず困っている外国
人は皆さんの身近にもいらっしゃると思います。日本で
の生活に困らないよう、できるだけのサポートを今後
も続けていきたいと思います。

～あの日から30年・ロールプレイングを通して～～あの日から30年・ロールプレイングを通して～
秀平 悠磨さんＹＹＹフォーラム実行委員

　「あの日」と言われて、皆さんは何を思い出します
か。「その日」が１月17日であれば、多くの方は「阪神・
淡路大震災」を想起されるのではないでしょうか。
　１月18日（土）に「あれから30年。『みつかる。つなが
る。よくなっていく。』社会を目指して」と題し災害につ
いて考えるＹＹＹフォーラムを、こうべまちづくり会館
で行いました。三宮会館外での開催でしたが、ＹＭＣＡ
の関係者のみならず一般の方もおられ（石巻から駆
けつけてくださった方も！）、総勢44名の参加でした。
　グループワークは、クジを引いて出た役（SNS好き
の来日２ヵ月の10歳の外国人etc.）になりきり、さらに

さまざま個性のある役がその場に集い、一つの家族
という集合体を形成し、災害時を想定した場面でどう
対処するかを考えるロールプレイングでした。また、自
分たちの家族で困る状況を想定し、隣の家族はどう
対処するのかを問うという問題提起もあり、趣向が凝
らされたものでした。それゆえ、より多くの方に参加い
ただきたく、告知方法の再考が必要だと感じました

（皆さんのアドバイス募集中！）。
　引き続き、「みつかる。つながる。よくなっていく。」と
なるイベントを考えていきますので、次回はぜひご参
加ください。

センター：安藤さん

センター：西野さん

ひでひら      ゆうま

あんどう   めい                           にしの    ゆうな

　神戸ＹＭＣＡでは、会員様の利便性向上、より充実したサービス提供のために、2025年度夏の受付から新しいシステム（Y-Link）を導入いたします。
　新システムの詳細および導入に伴う手続きについて、３月上旬頃にお知らせする予定でしたが、４月以降のご案内となります。いましばらくお待ちください。

会員様向けの新しいシステム（Y-Link）について



ファミリーウエルネスセンター
ランゲージセンター
専門学校
西宮ＹＭＣＡ
余島野外活動センター
キャンピングサービスセンター
国際・奉仕センター
ウエルネスセンター学園都市
西神戸ＹＭＣＡ
神戸YMCA高等学院
ＹＭＣＡおひさま

☎078（241）7202
☎078（241）7204
☎078（241）7203
☎0798（35）5987
☎0879（62）2241
☎078（241）7216
☎078（241）7204
☎078（793）7401
☎078（793）7402
☎078（793）7435
☎078（793）9077

西神南ＹＭＣＡ
須磨ＹＭＣＡ
ＹＭＣＡ保育園
西宮ＹＭＣＡ保育園
西神戸ＹＭＣＡ保育園
神戸学園都市ＹＭＣＡこども園
神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園
ＹＭＣＡちとせ保育ルーム
西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
西宮つとがわＹＭＣＡ保育園
あかしこども広場

☎078（993）1560
☎078（734）0183
☎078（794）3901
☎0798（35）5992
☎078（792）1011
☎078（791）2955
☎078（732）3542
☎078（786）3821
☎078（997）7705
☎0798（26）1016
☎078（918）6355

学園都市ＹＭＣＡ保育ルーム
ユースプラザKOBE・EAST
神戸市立太山寺児童館
こべっこあそびひろば西神中央
神戸市立たかとり児童館
ＹＭＣＡ保育園おひさま分園
おやこふらっとひろば西
西宮市香櫨園留守家庭児童育成センター
西宮市用海留守家庭児童育成センター
西宮市浜脇留守家庭児童育成センター

☎078（794）3045
☎078（891）8222
☎078（794）4790
☎078（964）5808
☎078（735）6230
☎078（794）4080
☎078（939）4530
☎0798（33）0214
☎0798（35）1522
☎0798（34）1444

神戸ＹＭＣＡの使命
神戸ＹＭＣＡの願い

私たちは、すべてのいのちが尊ばれ、互いに支え合う平和な社会を創ります。
私たちは、世代を超えた人々が出会い、つながり合う場をつくり、

日本ＹＭＣＡ基本原則に基づき豊かな未来を創造する責任ある人を育てます。
（神戸ＹＭＣＡ中期計画VISION2030）

NO.７０１ 2025 年 4 月１日発行 4KOBE YMCA News

神戸ＹＭＣＡを遺産の受取人に指定し、寄附いただく制度です。
神戸ＹＭＣＡは創立以来、多くの方々の物心両面からのお支えによって先駆的な働きを進めてまいりました。
大切な財産を未来に遺し、神戸ＹＭＣＡが今後も社会に必要とされる活動を展開できるよう、大切に役立ててまいります。

神戸ＹＭＣＡ
遺贈制度

ワイズコーナー

私とＹＭＣＡ私とＹＭＣＡ

北島  伸三 さん

　私は３年前の退職を機に神戸ポートクラブに入
会しました。入会のきっかけは、私の妻を含め40年
以上の付き合いのある大野夫妻からの誘いです。
入会２年目に会長を経験し、今年度は六甲部国
際・交流事業主査に就きました。入会後は今まで
経験したことのない体験や新しい出会い、踏み入
れたことのない地方への訪問等で、70歳を前に新
鮮な気持ちで活動させて頂いています。
　次に私のＹＭＣＡとの活動を報告いたします。一
番最近の活動は神戸大丸前での国際協力募金の
街頭募金活動です。たどたどしい日本語で募金を
呼びかけるＹＭＣＡの留学生の献身的な姿に心が
熱くなりました。留学生のスピーチコンテストにも
参加し、日本語で一生懸命にスピーチする姿に好
感を持ちました。
　また、昨年度はＹＭＣＡ会館で開催される秋ま
つりの実行委員になり、ＹＭＣＡ職員の方々と企
画・運営に携わりました。職員の秋まつりにかける
思いと綿密な企画、当日の運営などを目の当たり
にし大いに刺激を受けました。それ以外にもチャ
リティーラン、ＹＹＹフォーラム等、ＹＭＣＡと協働
して関わる活動を通して３年前には味わえなかっ
た新たな気持ちで今を迎えています。

六甲部国際交流主査
（神戸ポートワイズメンズクラブ）

 ＹＭＣＡ ＳＴＯＲＹ
あの日のことあの日のこと 青柳 美知子 さん神戸キリスト教青年会名誉会員 宝塚ワイズメンズクラブ

きたじま     しんぞう

寄附 岩沖 富子、熊谷 親啓・郁子、幸友貿易株式会社代表取締役 幸田 兵衛、株式会社神川工務店、日本基督教団須磨教会、
神戸ＹＭＣＡベルクワイアー、神戸ワイズメンズクラブ、西宮ワイズメンズクラブ、神戸ポートワイズメンズクラブ、
神戸学園都市ワイズメンズクラブ、芦屋ワイズメンズクラブ

田中 邦康

尾上 美絵、神野 敬子、白濱まりあ、鳥羽 芯奈、鳥羽 志奈、中野 ふく、小規模保育園しょうえい、芦屋キリスト教会バザー、
今村 幸子『Pray for 思いやりの輪を広げる』、神戸ＹＭＣＡベルクワイアー、宝塚ワイズメンズクラブ、西神戸ＹＭＣＡ幼稚園有志、
あかしこども広場職員有志、学園幼少クリスマス会募金、学園みんなのクリスマス募金、ワイワイまつり募金

子ども奨学金

幸友貿易株式会社代表取締役 幸田 兵衛学生生活支援募金

能登半島豪雨緊急支援募金

家山 華子、秀平 悠磨、神戸ポートワイズメンズクラブチャリティーラン

豊田 仁気、中尾 秀一、井上 伸子、平吉 恵子、上杉 直子、鈴木 梨香、上神 美奏、西出 多栄子、福田 陽子、小澤 夏子、長田 洋子、神野 敬子、な也、
社会福祉法人頌栄会西鈴蘭台頌栄保育園 稲付 容子、幼保連携型認定こども園あゆみ幼児園、認定こども園松蔭おかもと保育園、
社会福祉法人イエス団神視保育園、社会福祉法人神戸婦人同情会青谷愛児園、
社会福祉法人聖ミカエル福祉会聖ミカエル幼保連携型認定こども園、神戸ＹＭＣＡベルクワイアー、宝塚ワイズメンズクラブ、
神戸ポートワイズメンズクラブ、西宮市立浜脇育成センター、まめの木、ワイワイまつり募金、カレッジ日本語学科学生有志

国際協力募金

感謝　寄附・募金 （敬称略、順不同）（前号掲載以降～2/12まで）

この他にも、多数の寄附・募金をいただいております。感謝をもってご報告いたします。

　神戸ＹＭＣＡの創設者の方々に思いをはせ、私たちの気持ちを一つにする機会になればと願っています。ぜひ
ご参加ください。

創立139周年記念礼拝

2025年5月10日（土） 10:00～11:002025年5月10日（土） 10:00～11:00日　時 神戸ＹＭＣＡ三宮会館チャペル神戸ＹＭＣＡ三宮会館チャペル会　場

神戸ＹＭＣＡ総会

2025年６月28日（土） 午前2025年６月28日（土） 午前日　時
神戸ＹＭＣＡ本部事務局  TEL 078-241-7201  Eメール info@kobeymca.org神戸ＹＭＣＡ本部事務局  TEL 078-241-7201  Eメール info@kobeymca.org問合せ

　神戸ＹＭＣＡに関わる人たちが一堂に集まり、世代を超え、これからの歩みを確かめ、将来に向け語り合い、楽
しく喜びがあふれる時とすることを願い、開催いたします。内容につきましては、改めてご案内いたします。なお、
総会終了後、交流プログラムを予定しております。

神戸ＹＭＣＡ三宮会館チャペル神戸ＹＭＣＡ三宮会館チャペル場　所

　あの日のことを思い出すといつも胸がキュンとしてく
る。
　今年で25歳になる身体障がい者の私の孫が小学５
年生のとき、ＹＭＣＡの夏のキャンプで家島へ連れて
行ってもらったときのことだ。
　当時ＹＭＣＡに車椅子の子をキャンプに連れていくシ
ステムは無かったのに、祖母の思いを実現してくださっ
た。スタッフやリーダーの皆さんの信じられないほどの
理解と意気込みがあったからこそと想像できる。
　キャンプの期間、トイレや食事、海での遊び等、他の子
どもさんたちがいる中、どれだけ彼一人にお手間と愛
情をかけてもらったことだろう。キャンプ中は、彼が経験
したおみやげ話も、リーダーたちから「こんなことがあっ
たよ」とも聞いたことはなかった。
　でも、無事キャンプを終え、バスから降りてきた彼を
連れて帰ろうとしたとき、ひさしぶりに会う両親をよそ
に、帰る子どもたちの世話をしているリーダーのところ
へ戻ると、彼がワーワーと泣き出したのだ。リーダーた

ちともっと一緒にいたいという、必死の思いだと感じ
た。家島でどんな素晴らしい経験をさせてもらったのだ
ろう！障がい者の彼を、誠意を持って一生懸命お世話く
ださったことがすべて解った気がした。彼は普段、ほと
んど自分の感情や意志を表せない子だったので、こちら
もびっくりして胸が熱くなった。
　彼は日頃、障がい者として区別された所にいること
が多い。キャンプで皆さんと遊び、生活を共にさせても
らえたことが本当にうれしかったのだと感じた。
　キャンプの後も、お世話になったリーダーたちが「翔
ちゃんどうしてる？」とたびたび祖母に聞いてくださった
ことも幸せなことだった。家島でのキャンプは彼にも、
また祖母にも一生の宝物になった。言葉で表せない感
謝の気持ちが今でも込み上げてくる。
　数年前も「Ｏｎｅ キャンプ」という、誰でも参加できる
キャンプを企画してくださっていた。祖母としては親子
で参加させたかったと悔やまれるばかりだ。

あおやぎ           みちこ


